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様式２〔課長の仕事宣言〕 

 

生涯学習課長の仕事宣言！ 

 

生涯学習課長  佐藤 敦美 

    

１．基本姿勢 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

２ 平成２８年度 課（室・局）における重点施策 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習課では、少子高齢化をはじめとした地域社会を取り巻く様々な課題に対し、市民一

人ひとりが、自己実現の意欲を持ち、主体的な学びを通じて身に付けた知識や技術を基にして

人と人、地域社会とのつながりを形成し、能動的な地域活動の参加・推進により、様々な課題

に対処、さらには豊かな地域社会を実現していけるよう、市民への多様な生涯学習の機会の提

供を図り、地域づくり活動への支援に努めます。 

 また、青少年の健全な育成のため地域等と一体となって子どもたちを見守り、子どもたちが

安全で安心して活動できる環境づくりを進めるとともに、青少年の自主性や社会性等を育む

様々な体験活動や交流活動の促進に努めます。 

さらに、本市に所在する数多くの貴重な歴史的文化遺産、伝統文化財を適切に保護するとと

もに、これらを積極的に活用することにより、郷土の歴史に理解を深め、郷土へ誇りや愛着を、

次世代に伝えていく環境づくりに努めます。 

 

 

 

 

 

●留守家庭児童の居場所づくりの充実を留守家庭児童の居場所づくりの充実を留守家庭児童の居場所づくりの充実を留守家庭児童の居場所づくりの充実を図ります〔図ります〔図ります〔図ります〔３－３３－３３－３３－３〕〕〕〕    

●文化財の保護を図ります〔４―５〕文化財の保護を図ります〔４―５〕文化財の保護を図ります〔４―５〕文化財の保護を図ります〔４―５〕 

●文化財の積極的な活用を図ります〔４―５〕文化財の積極的な活用を図ります〔４―５〕文化財の積極的な活用を図ります〔４―５〕文化財の積極的な活用を図ります〔４―５〕 
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３ 重点事業における具体的方針 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●留守家庭児童の居場所づくりの充実を図ります〔３－３〕留守家庭児童の居場所づくりの充実を図ります〔３－３〕留守家庭児童の居場所づくりの充実を図ります〔３－３〕留守家庭児童の居場所づくりの充実を図ります〔３－３〕    

 保護者の就労等により、自宅に保育する大人がいない児童に対し、放課後や土曜日、長期休

業中などに、安心して過ごすことができるよう放課後児童健全育成事業（学童保育）の充実を

図ります。そのために、運営団体を支援し、また民間事業者の放課後児童クラブ新設について

も支援を行うことで、放課後児童クラブの環境整備、質の向上を図りつつ、児童の利用人数の

拡大を図ります。 

〔 目 標 値 〕 

（項目名）放課後児童クラブ待機児童数 

  〔平成２８年度〕現状値：通常期０人長期０人⇒平成２８年度 通常期０人長期０人   

〔５年後〕現状値：通常期０人長期０人⇒平成３２年度 通常期０人長期０人 

※放課後児童クラブ待機児童数については、平成２７年から待機児童が発生 

〔 スケジュール 〕 

４月～６月 ７月～９月 １０月～１２月 １月～３月 

事業実施 事業実施 事業実施 事業実施 

●文化財の保護を図ります〔４―５〕文化財の保護を図ります〔４―５〕文化財の保護を図ります〔４―５〕文化財の保護を図ります〔４―５〕    

 本市の歴史や文化の成り立ちを理解する上で欠くことのできない市民共有の貴重な歴史的

文化遺産である文化財を保護し、後世に伝えていくため、史跡等の保全管理、民俗芸能保存・

継承に対しての補助、歴史的文化遺産の調査・記録に取り組みます。 

また、勝尾城筑紫氏遺跡の整備に向けて葛籠城跡地区の公有化を実施します。 

〔 目 標 値 〕 

（項目名）伝統行事や民俗芸能の保存・継承に対する補助等の件数 

 〔平成２８年度〕現状値 ７件 ⇒ 平成２８年度末 ７件 

 〔５年後〕現状値 ７件 ⇒ 平成３２年度 ７件 

〔 スケジュール 〕 

４月～６月 ７月～９月 １０月～１２月 １月～３月 

事業実施 事業実施 事業実施 事業実施 

●文化財の積極的な活用を図ります〔４―５〕文化財の積極的な活用を図ります〔４―５〕文化財の積極的な活用を図ります〔４―５〕文化財の積極的な活用を図ります〔４―５〕    

 市民が貴重な文化遺産を身近に感じる機会を提供するため、史跡等の公開、図書館常設展示

の充実を図り、小中学校歴史学習等の積極的な支援を行います。 

また、古文書講座や歴史講座等の開催や所蔵文化財の集約作業及び展示収蔵施設の整備を進

め、郷土の豊かな歴史や文化財への関心を高め、鳥栖市民であることに誇りを持つことができ

るよう普及啓発に努めます。 

〔 目 標 値 〕 

（項目名）展示会・見学会・講座等への参加者数（延べ） 

 〔平成２８年度〕現状値３，６６８人 ⇒ 平成２８年度末 ４，０００人 

 〔５年後〕現状値３，６６８人 ⇒ 平成３２年度 ５，０００人 

〔 スケジュール 〕 

４月～６月 ７月～９月 １０月～１２月 １月～３月 

事業実施 事業実施 事業実施 事業実施 

 


